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活性酸素種により誘導されるオルガネラ間相互作用の制御機構解明



成果の概要/及川和聡 

研究内容 

植物細胞内のオルガネラは個々に独立して動的であるが、時に物理的相互作用を介した

接着を行う。この機構は、オルガネラ間で共有する代謝を効率的に働かせるために必要

であると考えられている。この相互作用を誘導する条件は、未知であるが、代謝産物や

それ以外にも、様々な要因が考えられている。その一つとして活性酸素種が候補として

あげられる。本研究では、オルガネラ間相互作用の形成機構に関する活性酸素種の関与

を明らかにする解析を行った。特に葉緑体に集積するペルオキシソームに注目して、そ

の動体解析を定量的にオルガネラ間の距離を測定することで明白にしたいと考えた。 

 

研究成果 

オルガネラ間の距離を半自動的に測定する方法を確立した。葉緑体の表層とペ

ルオキシソームの重心間距離を、市販のソフトを使用することで簡易的に定量

化する方法を確立した。この方法をもとに、活性酸素種が与えるオルガネラ間相

互作用への影響を定量化し、過酸化水素の影響を確認した。 

 

今後の見通し 

 

今後は、確立した解析手法を葉緑体の外膜構造とミトコンドリアとの相互作用時の変化

に注目し解析を行う。また、細胞内の各構造体を染色し、膜構造、細胞骨格、葉緑体 DNA

や核 DNA の構造変化や相互作用に関する解析を行う。また、ケミカルライブラリー等

を用いることで、オルガネラ間相互作用不全を起こすケミカルを同定したいと考えてい

ます。また、活性酸素種を染色する試薬や蛍光タンパク質を用いて、オルガネラ間相互

作用と活性酸素種との関係をより明確に明らかにする解析を行いたい。 


